
【火害】

火害による劣化
メカニズムと対策



火害に関する出題傾向

 火災を受けた構造物の記述式問題としては、建築物
が多いようだが、土木構造物でも出題された事例が
ある。

 たとえば、建築物が火災の影響を受けた事例など、
土木構造物では、高架橋下の火災やトンネル火災

 択一式問題では、必ず出題されるので、
確実に覚えておきたい。



火害による劣化のパターン
 火害による強度・弾性係数の低下

 高強度コンクリートの爆裂

坂下雅信*1・河野進*2・林芝英*3，八田有輝*3著：偏心圧縮を受ける超高強
度コンクリート柱の曲げ性状に関する実験的研究、コンクリート工学年次論文
集，Vol.32，No.2，2010 

高強度コンクリートは組織が緻密であり、高温になっ
ても水蒸気の膨張が内部から放出されず、内圧が高
まる。 その結果、かぶり部分が弾ける爆裂が生じる。

コンクリートが高温に曝されると、強度低下を生じる。

温度上昇に伴い、内部の水は水蒸気となり、空隙から
放出される。さらに高温になると、組織が変化し、強度
低下を生じる。なお、弾性係数の低下の方が大きい。



火害によるコンクリート強度低下

火災の受熱温度の影響は、
圧縮強度の低下より、
弾性係数の低下が大きい



火害によるコンクリート強度低下率

 圧縮強度および静弾性係数の低下率 火災の影響は、
圧縮強度の低下より、
弾性係数の低下が大きい。



加熱されたコンクリートの強度の回復

加熱されたコンクリートは
冷却後に材齢を経ると
自然に強度回復する。



コンクリート表面の状態と受熱温度

コンクリート表面の変色状況と受熱温度の関係は、
択一式問題では必ずと言っていいほど出題される。



火害による鉄筋の強度低下

加熱後の鉄筋は、
500℃以下であれば
再使用可能



火災時の受熱温度を推定する方法

キーワード２５ 火害
キーワード７６ 示差熱重量分析
キーワード９２ 粉末Ｘ線回折
キーワード９６ UVスペクトル法
キーワード９７ 過マンガン酸カリウムによる火害の

推定方法

日経BP社編：コンクリート診断士試験重要キーワード １３０ を参照



示差熱重量分析（TG/DTA)

450℃付近および600℃を超えたあたりで、
それぞれ水酸化カルシウムの脱水と
炭酸カルシウムの脱炭酸に伴う吸熱と
重量減少がみられる。

TG
DTA



UVスペクトル法による受熱温度の推定

化学混和剤に着目して受熱温度を推定
（吸光度と受熱温度の関係から推定）

可視紫外線吸収スペクトル法は、
可視紫外線分光光度計を用いて、

硬化コンクリート中の化学混和剤
の定量を行う方法

調査対象の健全部のコンクリートを
用いて、異なった温度に加熱した
試料の分析結果から検量線を作成



火災が中性化に及ぼす影響

 火災を受けたコンクリートの表面には、大小のひび割れ
が生じ、100℃以上で遊離水のほか結晶水などが分離・
消失して収縮し、約700℃で完全に脱水するとされてい
る。そして、500～580℃程度で水酸化カルシウムが熱分
解し、アルカリ性を減じる化学的被害を受ける。

 アルカリ性を減じて中性化すると、
鉄筋が腐食する環境となる。



火害を受けたコンクリートの補修
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